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経営委員会 

昨年度経営委員会では入庫促進・来店頻度向上について検討し、お客様に気軽に来店して頂け

るお店・工場作りのために『入庫促進・来店頻度向上マニュアル』を作成・配布致しました。 

 今年度は、同マニュアルの周知と活用を図るとともに、入庫促進グッズを企画・制作しました。

１事業場につき、のぼり旗２枚組１セット、『てんけん安心見舞金』制度プレゼント証綴１冊を

配布致します。 

「のぼり旗」（マイカー点検・オイル交換）を掲出し 

地域や通過客に対しての入庫促進並びに、お客様の新 

規確保・固定化のために「てんけん安心見舞金」制度 

プレゼント証（二輪を除く）の活用をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『てんけん安心見舞金』制度綴 １冊（２０台分）       「のぼり旗」２枚組 １セット 

   

※ 販売も行っていますので、入庫促進に是非ご利用下さい。 

・『てんけん安心見舞金』制度プレゼント証綴 

１冊（２０台分） ３,０００円（税込） 

・のぼり旗『マイカー点検』        ５２５円（税込） 

・のぼり旗『オイル交換』         ５２５円（税込） 

 

「てんけん安心見舞金」制度 

この「てんけん安心見舞金」制度は、自動車整備振興会・整備商工組合の会員・組合員を参加

対象事業者とし、確実な点検・整備によって自動車ユーザーの安全を守るという使命を担った国

から認証を受けた事業場であることを、広くユーザーにアピールすると共に、点検・整備等で入

庫して頂いたお客様に「てんけん安心見舞金プレゼント証」を発行することにより、今後も良好

な関係を築き顧客の拡大・確保・固定化を図ることを目的とした制度です。 

併せて、安全の確保と地球環境の保全のために定期的な点検・整備の必要性をＰＲすると共に、

交通法規の遵守を促し、ユーザーの交通安全を願うものです。 

 

 

入庫促進・来店頻度向上グッズの配布・活用について 



 

【対象となる整備等】 

・御社で行なわれた点検・整備等 

【対象自動車】 

 ・自家用乗用車及び貨物車 

※ただし、大型特殊自動車、小型特殊自動車、事業用バス、ハイヤー・タクシー（運転代行業 

車両含む）レンタカー、緊急用自動車、教習車、二輪車は対象となりません。 

【見舞金の内容】 

・プレゼント証が発行された自動車に搭乗している「運転者」又は「同乗者」が交通事故で入 

院等された場合、見舞金をお支払いします。 

 

 

 

 

 

 

  

【プレゼント証の有効期間】 

・納車日時から１年後の午後１２時までです 

（詳細は別途配布する下記ご案内をご覧下さい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支払事由 お見舞金額 対象者 

入院 １０～３０日まで ５０,０００円 

入院 ３１～６０日まで ７０,０００円 

入院 ６１日以上 １００,０００円 

死亡・重度後遺障害 １００,０００円 

運転者および同乗者 



 

 

 

 

経営委員会 

昨年度、お客様に気軽に来店して頂けるお店・工場作りのために、「入庫促進・来店頻度向上 

マニュアル」を作成配布致しました。 

お客様の快適なカーライフに身近で、親しめて、喜んでもらえるお店や工場になるには何をす

ればよいのか、気軽に来店していただくのに何か欠けている点はないか、保有台数減少、総整備

売上高減少と言うモータリゼーションの歴史的転換点にあたっている今、改めて考えてみるきっ

かけを作るのが本マニュアルの目的です。 

  今年度は、会員・組合員事業者(各社)の皆様が、このマニュアルを参考に自社の現状を見直し、

お店（工場）作り、サービス商品作り、お客様作りに創意工夫され、新しい時代に一層発展が出

来ますよう下記により説明会を開催致します。 

  会員の皆様方のご出席をお願い致します。 

 

記 

◇ 日  時    平成２２年９月９日（木）  １９：００～２１：００ 

 

  ◇ 場  所     (社)山梨県自動車整備振興会 大講堂 

 

◇ 担当講師  大塚マネジメント・リサーチ   代表 大塚悦郎先生 

 

◇ 講習内容  「入庫促進・来店頻度向上マニュアル」の内容説明 

        資料は当日お渡しします。 

 

◇ 受 講 料  無料 【夕食の準備はありません】 

 

  ◇ 受付期間   ８月３１日（火）まで 

 

◇ 申込方法  申込書は本誌巻末、または振興会ホームページの「会員ページ」会報から 

もダウンロードできます。 

必要事項を記入の上、指導・教育部門までお申し込み下さい。 

 

 

 

 

 

  「自動車点検整備推進デー」 「点検で 元気いっぱい わたしの車」  

 

  第１８回山梨県自動車整備技能競技大会並びに自動車点検整備推進イベント「車ふれあいまつ

り’２０１０」を開催致します。 

  会員の皆様の応援並びにご参加をお願いします。 

 

◇開催日時  平成２２年１０月２３日（土）  １０：００ 

◇開催場所  山梨県産業展示交流館アイメッセ山梨 

        （甲府市大津町２１９２－８） 

「入庫促進・来店頻度向上マニュアル」説明会の開催について 

第１８回山梨県自動車整備技能競技大会 

「車ふれあいまつり’２０１０」開催のご案内 



 

◇実施内容 

（１）第１８回自動車整備技能競技大会 

       競技概要 

・１年定期点検整備、日常点検を実施し併せて不良箇所の整備を行う 

・基礎測定作業  

・競技車両 

競技に使用する車両はレンタカーとする。 （日産 マーチ） 

 

（２）点検整備推進イベント 

１）点検整備推進コーナー 

      ①点検整備推進ＰＲ「点検整備推進デー」 ④自動車なんでも相談所の設置 

      ②マイカー日常点検啓蒙     ⑤定期点検クイズ 

      ③ユーザーアンケート       ⑥「てんけん君」「せいびちゃん」着ぐるみ 

 

     ２）自動車機械工具展示コーナー 

        ①各種自動車整備・検査用機器、工具及びＯＡの展示・即売・実演 

     

３）交通安全・環境・地域社会貢献コーナー（関係団体ＰＲコーナー） 

      ①シートベルト衝撃体験、子ども運転免許証 ⑤「てんけん君」ぬりえコーナー 

      ②自動車運転適性診断           ⑥白バイ、パトカーの展示 

       ③自動車リサイクルコーナー         ⑦社会福祉事業関連   

       ④こども１１０番のお店周知啓蒙  

            

      ４）一般催し物コーナー 

       ①アトラクション、イベント         ③おたのしみ抽選会 

・キャラクターショー            ④無料ドリンクサービス 

・お笑い（車に関するネタを入れる）   ⑤フードコーナー設置 

・プレイランド             ⑥無料プレゼント（来場者先着） 

②模擬店出店 

 

   前回の「車ふれあい祭り２００８」 Ｈ２０.１０.４(土) 実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１７回技能競技大会 チャリティーバザー 



【黒煙測定器による検査】 【オパシメータによる検査】

１０月１日以降は 

 

 

 

 

 

指定工場へのお知らせ 

  平成１９年９月１日以降にオパシメータにより新型認証を受けた自動車（オパシ測定車）は、

継続検査時に原則、オパシメータによりＰＭ検査を行うこととなっておりますが、オパシ測定車

の完成検査を行う際、平成２２年９月３０日までは、経過措置として黒煙測定器による検査が認

められていますが、平成２２年１０月１日以降は、オパシメータで完成検査を行うこととなりま

す。 

  経過措置期間が終了しますので、周知徹底をお願い致します。 

 

 

オパシメータ測定車は、オパシメータによる検査になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎初度登録が平成１９年９月以降のディーゼル車で、次のいずれかに該当する車両は「オパシメー

タ測定車」であり、平成２２年１０月１日以降はオパシメータにより検査を行うことになります。 

 

自動車検査証 

自動車登録番号又は車両番号 登録年月日/交付年月日 初度登録年月 自動車の種別 用途 自家用・事業用の別 車体の形状 

    

車名 乗車定員 最大積載量 車両重量 車両総重量 

     

車体番号 長さ 幅 高さ 前前軸重 前後軸重 後前軸重 後後軸重

        

型式 原動機の型式 総排気量又は定格出力 燃料の種類 型式指定番号 類別区分番号

ＬＫＧ-○×○×    16038  

 

 

備考 

オパシメータ測定 

 

指定番号が、「１６０００」番以降のもの 

（特殊自動車を除く。） 

排出ガス記号（３桁の排出ガス記号であって 

１桁目がＬ、Ｍ、Ｒ 又はＳ）が付されているもの 

備考欄に「オパシメータ測定」と記載されているもの 



 

 

 

 

◎自動車の種類・規制値別の閾値一覧 

 規制値  閾値（しきいち） 

ポスト新長期規制車（３桁の排出ガス記

号で１桁目がＬ、Ｍ、Ｒ、Ｓ） 
光吸収係数０.５０ｍ-1 ⇒ 光吸収係数０.４０ｍ-1 

その他のオパシメータ測定車 光吸収係数０.８０ｍ-1 ⇒ 光吸収係数０.６４ｍ-1 

 

◎平成２２年１０月１日以降にオパシメータ測定車を黒煙測定器で検査した場合、検査を実施

したことにはなりませんのでご注意下さい。（検査の未実施扱いになります） 

  

     

  

  ◎黒煙測定車は、これまでどおり黒煙測定器による検査ができるほか、オパシメータにより検

査することもできます。以下のフローチャートをご参照ください。 

   

黒煙２５％規制車 

☆パターン１：黒煙測定器とオパシメータの両方を保有している場合（オパシメータによる

検査を先に実施してもかまいません。） 

 

 

☆パターン２：オパシメータのみを保有している場合

 

 

 

 

 

 

 

 

合格 

オパシメータで測定 

０.８０m-1以下 

０.８０m-1超 
持込検査 
【自動車検査独

立行政法人へ】 

合格 

適合性を容易
に判定不可能 

視認等により判定 

適合性を容易に
判定可能 

２５%超

オパシメータで測定 

合格 
黒煙測定器で測定

不合格 

２５%以下 

合格 

０.８０m-1超

０.８０m-1以下

参  考 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※スクリーニング値：黒煙測定車をオパシメータにより検査する場合に、基準に適合して

いるとみなすことができる値をいいます。 

（例えば、黒煙２５％規制車は光吸収係数が０.８０m-1 以下であれば

基準適合となります。） 

 

 

 

 

 

 

国土交通省自動車交通局技術安全部整備課長 

 

  去る平成２１年３月１６日、静岡県の東名高速道路上り線牧之原サービスエリアにおいて、ま

た同年９月２０日、同県の東名高速道路上り線１９６.７キロポスト付近においてバス火災事故

が発生しました。 

 これらの事故については、自動車交通局の「自動車運送事業に係る交通事故要因分析検討会」

の下に、「ジェイアールバス関東株式会社及び株式会社ローレル観光バスのバス火災事故に関す

る調査小委員会」を設置し、その原因究明と再発防止について検討が行われ、今般、同小委員会

においてバス火災事故調査報告書がとりまとめられ、同年９月２０日の事故については、火災の

原因となったターボチャージャーの破損については、何らかの原因により液状シーリング材がエ

ンジンオイルに混入したことによると推定され、ターボチャージャーへの異物の混入防止等につ

いて再発防止策が提言されました。 

  これを踏まえ、ターボチャージャー潤滑系の配管部品類の整備を行う場合には、液状シーリン

グ材を用いないよう、傘下会員に対し周知徹底をお願いいたします。 

 なお、ターボチャージャーが装備されたバスの火災事故を未然に防止するため、バス輸入・販

売事業者又はバス製作者が定めたターボチャージャーの定期的な点検の励行をバス事業者に周

知していますので、点検整備を行う際にはその旨留意するよう傘下会員に対し併せて周知徹底を

お願い致します。 

 

 

 

規制値 スクリーニング値 規制値・スクリーニング値

黒煙測定車 

（オパシメータ測定車 

以外のディーゼル車） 

黒煙による汚染度 

（黒煙測定器を使用

する場合） 

光吸収係数 

（オパシメータを 

使用する場合） 

黒煙５０％規制車 

 （下記車両を除く黒煙測定車） 
５０％ ２.７６ m-1 

黒煙４０％規制車 

 （排出ガス記号： ＫＡ、ＫＢ、ＫＣ、ＫＤ）
４０％ １.６２m-1 

黒煙２５％規制車 

 （排出ガス記号： ＫＥ以降、３桁のもの） 
２５％ ０.８０m-1 

ターボチャージャーへの異物の混入防止について 



 

 

 

 タクシー後面に貼付してあるＪＲ東日本の「ＪＲ構内乗入れのシール」について白色反射物で

あり、後方に表示することにより保安基準に不適合状態である旨の指摘を受けております。 

 

現在判明している状況は、 

八王子支社（白色反射材）不適合 

千葉支社（白色反射材）不適合 

ＪＲ東日本埼玉・東京 個人タクシー 

（白色反射材）不適合 

ＪＲ東日本新潟支社（白色反射材）不適合 

ＪＲ東日本横浜支社（無反射フィルム）適合 

ＪＲ東日本高崎支社（無反射材）適合 

 

保安基準不適合ステッカーは、ＪＲ東日本が各都県のタクシー関係団体へ剥がすようお願いし

ています。入庫した際は依頼先へ連絡し、ＪＲ構内乗入れのシールを剥がして依頼先へお渡し下

さい。 

   当該表示の方法については、現在、タクシー協会を通じ車両の側面に表示し直す方向で進ん

でおりますが、現状においては基準不適合状態であると判断される車両が多数存在していると思

料されるため、タクシーの車検の際に適否の判断をする場合には、十分にご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北地方の数社の整備事業者に、違法に作成したと思われる自動車重量税印紙（偽造）を「定

額の２割程度の金額で販売する」という旨の案内が届いております。 

   本件は、振り込め詐欺などの可能性もありますので、このような案内が届いた場合には決し

て利用することがないようご注意ください。 

   なお、同様な案内が届いた場合には、運輸支局、警察に情報提供するなど適切に対応してい

ただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タクシーの車検の際にはご注意下さい 

(保安基準不適合シール) 

【ご注意下さい】 違法な自動車重量税印紙（偽造）販売の勧誘について 



 

 

 

 

 

平成２１年度「自動車分解整備業実態調査の調査結果がまとまりましたので、概要をお知らせ

します。 

なお、詳細は国土交通省自動車交通局ホームページ（※）をご参照願います。 

 

※ ＵＲＬ http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jidosha_list.html 

 

     （ＪＡＳＰＡ８月号 ６ページ参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年度自動車分解整備業実態調査結果の概要について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

   国土交通省では、「自動車エコ整備に関する調査検討会」 

を設置し、「点検整備の実施によるＣＯ2削減効果」の検証と、 

「整備事業場におけるＣＯ2削減の取り組み」の把握につい 

て調査・検討し、このたび報告書を発表しました。 

  報告書では、定期点検整備の実施により２％程度の燃費改 

善（ＣＯ2削減）が図られることをユーザーに情報発信し、 

その意義を伝えていくことが重要であること、また、整備事 

業場におけるＣＯ2 削減の取り組みについては、平成２１年 

５月に日整連が作成した「地球温暖化防止推進マニュアル」 

に沿った取組みを定着させていくことが重要であること等が 

報告されています。 

  日整連においては、点検整備の実施が環境面・経済面にお 

いて有効であることの実証データを、ホームページによる広 

報や自動車点検整備活動に活用することにより点検整備の実 

施率向上を図るとともに、整備事業場におけるＣＯ2 削減の 

取り組みを更に推進しております。 

ポスターを配布しますので、「点検整備によるＣＯ2削減の 

効果」等について、ユーザーにアピールして下さいますようお願いします。 

 

※詳細は、国土交通省のホームページをご覧下さい。（アドレスは次のとおり） 

（http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr9_000003.html） 

 

 

 

 

 

定期点検整備の促進と不正改造車排除を図るため、標記街頭検査が実施されました。 

なお、検査結果は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

峡北支部の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

国土交通省が「自動車エコ整備に関する調査検討会報告書」を発表 

・・・点検整備の実施により２％程度の燃費改善（ＣＯ2 削減）・・・ 

・・整備事業場におけるＣＯ2 排出削減のための取組み定着が重要・・ 

街頭検査実施結果について 

日　時 実施場所 参　加　者 摘　要

運輸支局　　 　  ４名 総検査車両数   １４８台
独立行政法人　 　２名 不良車両数       　６台
峡北支部　　 　  ８名    内整備命令      ２台
振興会   　　    ２名    口頭警告      　４台
軽検協　　　　 　１名 車検切れ 　     　 ０台

北杜市白州町
地方整備局敷地内

７月１５日（火）
　１３:３０～
　　　１６：００



 

 

 

 

 

 

◇日 時  平成２２年７月２６日(月) １７：００～１８：００ 

 

◇場 所  (社)山梨県自動車整備振興会 会議室   

 

◇出席者    雨宮会長、宮坂副会長、小池副会長、清水委員、田口委員、大木委員、義見委員、 

小松委員、渡辺委員、福田委員、花輪委員、上野委員、稲葉委員、山下委員、 

奈宮委員(代理 松田稔) 

 

◇会議事項 

（１）委員の変更について 

             ①峡南地区長・指定協委員 

小松伸治（有限会社秋山鈑金自動車整備工場） 

             ②監事・適正化推進部会副部会長 

小松伸治 委員 

 

 （２）委員会・専門部会検討項目について 

「委員会」 

・環境家計簿について 

・県立峡南高等技術専門校との意見交換会について 

（９月１６日 １２:３０ ） 

      ・社内(社員)教育の一環として、自衛隊体験入学の募集について 

         

「業務改善部会」 

           ・規定集の見直しについて 

          

「適正化推進部会」 

           ・検査員業務研修会について 

       ・行政処分の違反内容と改善対策について 

 

    （３）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定整備事業協議会委員会が開催されました 



 

 

 

 

 

自動車整備振興会関東ブロック連絡協議会（東京、神奈川、千葉、埼玉、茨城、栃木、群馬、

山梨各振興会）では、昭和６１年度より共同広報を実施しており、平成２２年度は平成２１年度

に引き続きテレビ等で幅広く活躍中の落語家「立川志の輔」さんをＣＭキャラクターに起用し、

整備業界のイメージアップと点検整備促進のためのラジオ広報を実施します。 

 ラジオＣＭコピーは５タイプ。「落語のおち篇」「ま、いいか篇」「ドライバーの責任篇」「不正

改造防止篇」「環境保全篇」になります。 

 

放送局及び放送期間 

○文化放送  ：番組提供① ４月～２３年３月 

立川志の輔「志の輔ラジオ落語ＤＥデート」 

           毎週日曜 午前６時～６時４０分 

           番組提供② １０月～１２月 

           スポット  １０月～２３年３月 

○ニッポン放送：番組提供 １０月～１２月 

           スポット ８月～１０月、２３年１月～３月 

○ＴＢＳ   ：スポット ８月～１１月 

○ＦＭ東京  ：スポット ８月～１０月 

○Ｊ－ＷＡＶＥ：スポット ９月～１０月 

○ＦＭ横浜、Ｎａｃｋ５、ｂａｙＦＭ、茨城放送、栃木放送、ＦＭ群馬、山梨放送、 

ＦＭ富士  ：スポット ９月～１１月（朝・ドライバーゾーン 各９４本） 

    

１．「落語のおち」篇 

効果音～落語の出囃子～ 

立川  「立川志の輔です。落語におちはつきものですが、車の点検・整備に落ち度があ

ってはいけません。信頼できる整備工場を選びたいですね。」 

Ｎａ   くるまの点検・整備は、国から認証を受けている整備工場で。 

         黄色い看板が目印です。 

Ｎａ   自動車整備振興会です。 

 

２．「ま、いいか」篇 

効果音～落語の出囃子～ 

立川  「立川志の輔です。マイカーを『ま、いいか』ってな調子でほったら 

かしにしていませんか。きちんとした整備工場で点検・整備をして 

やればくるまがブーブー不満をもらすこともなくなるってもんす。」 

Ｎａ  くるまの点検・整備は、国から認証を受けている整備工場で。 

Ｎａ  自動車整備振興会です。 

 

 

 

 

 

 

振興会関東ブロック共同広報について 



 

 

 

３．「ドライバーの責任」篇 

立川  「立川志の輔です。ドライバーのみなさん、ハンドルを握っていないときもあな

たにはドライバーとしての責任があります。点検・整備を心がけることもそのひ

とつ。」 

Ｎａ   くるまの点検・整備は、国から認証を受けている整備工場で。 

    黄色い看板が目印です。 

Ｎａ  自動車整備振興会です。 

 

４．「不正改造車防止」篇 

立川  「立川志の輔です。自分のくるまだから好き勝手にしたい。そんな考えの方、い

ませんか？ランプの色を変える。マフラーを取り外す。ちょっとしたことと思

っていると大きな事故をまねきかねません。」 

Ｎａ   くるまの不正改造は絶対にやめましょう。 

Ｎａ  自動車整備振興会からのお願いです。 

 

５．「環境保全」篇 

効果音～鳥たちのさえずりに混じって深呼吸の音～ 

立川  「いつまでも、こうして深呼吸のできるきれいな空気を守りたいですね。」 

Ｎａ   くるまの点検・整備も環境保護のひとつ。 

立川  「ほぉ。」 

Ｎａ  点検・整備をすることで排出ガスをきれいにし、地球環境に貢献できます。 

Ｎａ  自動車整備振興会からのお願いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 

昨年１０月のリニューアル時点で、約３０００件を越える故障整備事例が登録されています。特に、

保有台数が増える傾向にある長期使用車の情報に力を入れています。 

車の不具合についての整備対応は、個々の事業者がノウハウを積み重ねたり、周辺の事業者同士で

それらを共有することはありますが、インターネットで共有するケースは、ごくまれです。ＦＡＩＮ    

ＥＳでは新しいコンテンツ『故障整備事例＆アドバイス情報』の提供を通じて、全国レベルの故障車

に対する整備情報の共有や、故障車が入庫した時の適切な判断、ＦＡＩＮＥＳ利用者の作業レベルの

向上などにつながることを期待しています。 

業界のＩＴ化及び活性化促進のため、ＦＡＩＮＥＳ加入促進キャンペーンを今年度も実施していま

す。この機会に是非ご入会ください。 

 

◇ 対象事業場  キャンペーン期間中に加入される会員事業場 

 

◇ 期   間  

   

 

◇ 内  容    期間中に加入された会員の皆様に 

     （入会金 １２,６００円の内） 

  

 

 

 

  

◇情報の内容 

              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○故障整備事例＆アドバイス情報 



 
 

 

 

７月１５日「自動車電気基礎入門」、２２日「ボディー電装講習」、２９日「エンジン電装講習」

を行いました。 

レシプロエンジン車のみならず、今後増え続けるハイブリッド車、ＥＶ車など、電気に関する

整備は必要不可欠です。 

ＳＴＥＰ ＵＰ１・２・３の各講習は、ほぼ定員となり、皆さんが電気知識の必要性を感じて

いるようです。 

各講習には、基礎的なことがらから応用編と「学科」「実習」を通して真剣に学んで再確認し

ていただきました。 

 

 

 

 

                     

                     

                     

                     

                     

                     

 

 

 

 

                       

                     

           

 

 

 

 

 

 

   

 

次回も「ＳＴＥＰ ＵＰ１・２・３」と講習が計画されています。 

整備技術のスキル・アップをし、日々進化する技術に対応しましょう。 

 

次回予定 自動車電気基礎入門  ＳＴＥＰ ＵＰ１  平成２３年２月  ３日（木） 

       自動車ボディー電装講習ＳＴＥＰ ＵＰ２  平成２３年２月  ９日（水） 

       自動車エンジン電装講習ＳＴＥＰ ＵＰ３  平成２３年２月１６日（水） 

  

 
 
 

自動車電気基礎入門・ボディー電装講習・エンジン電装講習実施報告 
 （ＳＴＥＰ ＵＰ１）   （ＳＴＥＰ ＵＰ２）     （ＳＴＥＰ ＵＰ３） 

学科 電気理論を学習
電気基礎入門 電気パネルの実習

ボディー電装講習 ワイパー回路の実習 エンジン電装講習 データ確認実習



 
 
 
 
 
 
  今後さらに増え続けるであろうハイブリッド車。 

点検整備における注意事項、整備モードへの移行方法、事故車両の対処方法などハイブリッド  

ならではの方法があり、注意を要するところです。 

通常のレシプロ車と違うハイブリッド車の基本的な事柄を講習いたします。 

講習時間は３時間、８月１２日の午前コースは専任講師とトヨタトレーナーが担当、夜間コー

スは専任講師とホンダトレーナーが担当、８月２６日の午前コースは専任講師とホンダトレーナ

ーが担当、夜間コースは専任講師とトヨタトレーナーが担当いたします。 

    

◇ 講 習 日  平成２２年８月１２日（木）午前コース  ９：００～１２：００ （トヨタ）

夜間コース １８：３０～２１：３０ （ホンダ） 

             ８月２６日（木）午前コース  ９：００～１２：００ （ホンダ） 

                       夜間コース １８：３０～２１：３０ （トヨタ） 

 

◇ 講習場所  (社)山梨県自動車整備振興会 研修センター及び実習場 

 

◇ 担当講師  技術講習所専任講師 トヨタトレーナー ホンダトレーナー 

 

◇ 講習内容  点検整備及び事故車両への対処、緊急時の電流遮断、整備モード移行方法等 

 

◇ 持 ち 物  サーキットテスタ（デジタルまたはアナログ）、筆記用具 

 

◇ 受 講 料  ３,５００円（テキスト代含む） 【注意 夕食の準備はありません】 

         （申込後の未受講において、受講料の返金は出来ませんのでご了承下さい。） 

 

◇ 定    員  先着１０名（定員になり次第締切とさせて頂きます） 

 

◇ 受付期間   １２日講習は、８月１０日（火）まで  

２６日講習は、８月２４日（火）まで 

 

◇ 申込方法  申込書は、本誌巻末・教育課窓口にあります。 

また、振興会ホームページ（http://www.ams.or.jp）の「会員ページ」から

もダウンロードできます。必要事項を記入の上、受講料を添えて教育課まで

お申し込み下さい。 

    次回は１２月を予定しています。 

 
 

 

 

 

 

 

ハイブリッド車整備基礎講習会のお知らせ 



 

 

 

 

 

自動車の故障探求に、今後なくてはならない機器となった外部診断機！ 

講習所所有の外部診断機等を使用して、機器の取扱い方法及び実車での簡易な故障探求を行い

ます。この機会にスキャンツールの使用方法を学んでみませんか？ 

講習時間は３時間、午前及び夜間のコースを予定しています。 

 

◇ 講 習 日  平成２２年８月１９日（木） 午前コース  ９：００～１２：００ 

夜間コース １８：３０～２１：３０ 

 

◇ 講習場所  (社)山梨県自動車整備振興会 研修センター及び実習場 

 

◇ 担当講師  技術講習所 専任講師 

 

◇ 講習内容   スキャンツール（日立ＨＤＭ３０００等）コードリーダー（３１１１ＪＰ） 

等を使い、機器の取扱い方法とベンチエンジン及び実車での簡易な故障探求 

（昨年行いました外部診断機等取扱講習と同じ内容です） 

 

◇ 持 ち 物  サーキットテスタ（デジタルまたはアナログ）、筆記用具 

 

◇ 受 講 料  ３,０００円（テキスト代含む） 【注意 夕食の準備はありません】 

         （申込後の未受講において、受講料の返金は出来ませんのでご了承下さい。） 

 

◇ 定    員  各コース先着１０名（各コース定員になり次第締切とさせて頂きます） 

 

◇ 受付期間   ８月１７日（火）まで 

 

◇ 申込方法  申込書は、本誌巻末・教育課窓口にあります。また、振興会ホームページ 

（http://www.ams.or.jp）の「会員ページ」からもダウンロードできます。 

必要事項を記入の上、受講料を添えて教育課までお申し込み下さい。 

 

次回は１１月を予定しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

外部診断機等取扱講習会のお知らせ 



 

   

 

平成２２年度の標記研修を次により開催致します。 

なお、各事業場には事前に通知しますので、必ず受講されますようお願い致します。 

 

◇ 研 修対象者  各事業場で選任されている整備主任者（１事業場１名以上） 

 

◇ 研 修 場 所  (社)山梨県自動車整備振興会 研修センター及び実習場 

 

◇ 研修担当講師  各ディ－ラ－技術担当者 

 

◇ 研 修 内 容  （学科）新機構・新装置について 

               （実習）エンジンの構造・機能及び点検・整備 

 

◇ 受 講 料   ６,５００円（学科編、実習編テキスト代を含む） 

 

◇ 研 修 時 間   受付 ９：００～ ９：３０ 

             研修 ９：３０～１７：００ 

 

◇ 研 修 日 程    下表を参照して下さい 

             なお、技術研修（二輪）の受講を希望する方は、８月３１日（火）まで

に振興会指導・教育部門までご連絡をお願いします。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成２２年度整備主任者（技術）研修の開催について 

学科
（小型）

１ 　９月　２日 木 岳麓① ４５ ホンダ ホンダ 三菱ふそう

南アルプス北

南巨摩北

岳麓②

大月

４ 　９月３０日 木 東八① ５０ 日産 日産 三菱ふそう

南巨摩南

塩山

都留

上野原

７ １１月１１日 木 甲府南① ５０ ホンダ ホンダ 三菱ふそう

甲府西

峡北

甲府東

甲府北

甲府南②

南アルプス南

１１ 　１月１３日 木 二輪 二輪 二輪

韮崎

市川

東八②

日下部

１４ 　２月１７日 木 その他 ２０ トヨタ トヨタ 三菱ふそう

曜日 該当支部
学科（大型）

２ 　９月　９日 木 ５０ スズキ スズキ ＵＤトラックス

回数 月　日

いすゞ

５ １０月２８日 木 ５０ マツダ マツダ ＵＤトラックス

３ 　９月１６日

木 ５０

トヨタ トヨタ木 ４５

いすゞ

８ １１月１８日 木 ５０ 日産 日産 ＵＤトラックス

６ １１月　４日

９ １２月　２日 木 ４５

１０ １２月　９日 木 ５０

いすゞ

１２ 　１月２０日 木 ４０

１３ 　２月１０日 木 ４５

受講
予定
者数

ダイハツ ダイハツ

三菱 三菱

トヨタ トヨタ

担当

実技

ＵＤトラックス

スバル スバル いすゞ

トヨタ トヨタ 三菱ふそう



 
 
 

 

◇ 募集種目 

       二級ガソリン ・ 三級ガソリン ・ 車体  

 

◇ 募集人員 

 

 

（募集人員１０人未満の場合は開講しない場合が 

あります。） 

 

◇ 受講申込み 

    ①申込期間       ９月 １日（水）～ ９月３０日（木） 

    ②受講申込み方法  受講希望者は受講申請書（教育課窓口にあります）に必要事項を記入の 

上、受講料を添えてお申し込み下さい。 

 

◇ 受講料 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 講習日程 （日程については、開講式日に各課程の受講生へお知らせします。） 

①二級ガソリン   

 

 

 

 

 

 

 

                           ☆講習日は、都合により変更する場合があります。    

②三級ガソリン 

 

 

 

 

 

 

 

                           ☆講習日は、都合により変更する場合があります。   

 

 

第１１６期技術講習所受講生募集案内 

種目 募集人員数

二級ガソリン ２５

三級ガソリン ２５

自動車車体 ２０

種目 備記

会員 ５７,０００

会員外 ８２,０００

会員 ５７,０００

会員外 ８２,０００

会員 ５５,５００

会員外 ８１,０００
自動車車体

車体協の教科書が別途必要
です。

二級ガソリン

三級ガソリン

受講料には、テキスト代・資料代を
含みます。

受講料

月

１０月 １２日（火） ２９日（金） ３０日（土）

１１月 　５日（金） １３日（土） １９日（金） ２７日（土）

１２月 　４日（土） １０日（金） １１日（土） １８日（土） ２４日（金）

  １月 　７日（金） １４日（金） ２２日（土） ２８日（金） ２９日（土）

  ２月 　５日（土） １９日（土） ２６日（土）

  ３月 　１日（火）

日（曜日）

月

１０月 １２日（火） １９日（火） ２６日（火）

１１月 　２日（火） 　９日（火） １６日（火） ２４日（水） ３０日（火）

１２月 　７日（火） １４日（火） ２１日（火） ２７日（月）

　１月 １１日（火） １８日（火） ２５日（火）

　２月 　１日（火） 　８日（火） １５日（火） １９日（土） ２２日（火）

　３月 　１日（火）

日（曜日）



 

  

③車体 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ☆講習日は、都合により変更する場合があります。    

 

④開講式（全課程）平成２２年１０月１２日（火） （講習開始初日に行います。） 

修了式     平成２２年 ３月１１日（金） 

⑤講習時間    ９：２０～１６：００  １日間 ６時限 

 

◇ 受講資格（実務経験は講習修了日までとする） 

二級ガソリン 

三級の技能検定に合格した者で技能検定合格の日から自動車の整備

作業に関して３年以上の実務経験を有する者 

（大学機械科卒１．５年、高校機械科卒２．０年） 

三級ガソリン 

自動車の整備作業に関して、１年以上の実務経験を有する者 

（大学機械科卒０．５年、高校機械科卒０．５年） 

車体 車体整備作業に関して２年以上の実務経験を有する者 

 

◇ その他 

    ①本講習は検定試験の実技試験免除の講習です。 

    ②受講者は、白色作業服を着用していただきます。 

    ③デジタルサーキットテスタをご用意下さい（アナログ及びポケット型は不可） 

     

※自動車整備商工組合購販課で下記の物を取り扱っています。  

☆ 白色作業服 ３，０４５円（Ｓ～３Ｌまで）  

３，２５５円（４Ｌ～ＢＸＬ）  

☆ デジタル サーキットテスタ ７，０００円 

 

お問い合せは、下記にお願いします。 

（社）山梨県自動車整備振興会 教育課 Ｔｅｌ ０５５－２６２－４４２２ Ｆａｘ ０５５－２６３－４４２０ 

 

 
 
 
 
 
 
 

月

１０月 １２日（火） ２９日（金） ３０日（土）

１１月 　５日（金） １３日（土） １９日（金） ２７日（土）

１２月 　４日（土） １０日（金） １１日（土） １８日（土） ２４日（金）

　７日（金） １４日（金） ２２日(土) ２３日（日） ２８日（金）

２９日（土）

　２月 　５日（土） ２０日（日） ２６日（土）

　３月 　１日（火）

１２日は開講式のみ

　１月

日（曜日）



 

 

 

 

 

平成２２年度第１回自動車整備士技能登録試験（平成２２年１０月３日（日）実施）を受験す

る者を対象とした標記講座を下記の日程等により行いますので、受講をお勧めします。 

 

◇ 種  目  ２級ガソリン自動車   ３級自動車ガソリン・エンジン 

 

◇ 研 修 日   

 

 

 

 

◇ 講習内容  過去に実施された検定・登録試験の問題をもとに、出題の傾向と対策を 

研究学習 

 

◇ 使用教材  当振興会で作成した問題及び過去に実施した検定・登録試験問題等 

                     

※下記のテキストは、必ず各自で持参して下さい。 

◆２級ガソリン自動車 

✎２級ガソリン・エンジン編、２級シャシ編、法令教材 

 

◆３級自動車ガソリン・エンジン 

✎３級ガソリン・エンジン編、基礎自動車工学、法令教材 

 

◇ 受 講 料  ２級、３級・・・１５,０００円（資料代含む） 

         （申込後の未受講において、受講料の返金は出来ませんのでご了承下さい。） 

 

◇ 受付期間  ８月２月（月）～８月３１日（火） 

 

◇ 申込方法  申込書は、教育課窓口にあります。また、振興会ホームページ（http://www.

ams.or.jp）の「会員ページ」からもダウンロードできます。 

必要事項を記入の上、受講料を添えて教育課までお申し込み下さい。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

自動車整備技能登録試験対応講座のお知らせ 

第１日 ９月２１日（火）   ９:００～１６:００

第２日 ９月２２日（水）   ９:００～１６:００

第３日 ９月２４日（金） １０:００～１６:００


